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地
方
公
務
員
の
兼
業
に
つ
い
て

	

民
間
で
は
、
ス
キ
ル
・
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア
の
創
出
に
つ
な

が
る
た
め
、
副
業
・
兼
業
を
推
進
し

て
い
る
企
業
が
増
え
て
き
て
い
る
。

公
務
員
に
お
い
て
も
、
積
極
的
に

地
域
産
業
の
維
持
や
人
手
不
足
解

消
を
目
指
す
「
地
域
貢
献
活
動
」
と

し
て
推
進
し
て
い
る
自
治
体
も
増

え
て
き
て
い
る
。
休
日
や
勤
務
時
間

外
に
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
で
、
正

当
な
対
価
を
得
る
こ
と
は
、
住
民
・

市
の
双
方
に
と
っ
て
よ
い
効
果
が

期
待
で
き
る
と
考
え
る
が
、
市
の

認
識
は
ど
う
か
。

	

職
員
の
公
益
性
の
高
い
社
会
・

地
域
貢
献
活
動
へ
の
参
加
は
、
見
聞

を
広
め
、
社
会
や
地
域
の
課
題
解
決

に
必
要
な
強
み
を
育
む
等
の
観
点

か
ら
、
有
益
な
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。	

手
を
挙
げ
や
す
い
環
境
を
整
え

る
た
め
に
、
兼
業
規
定
の
運
用
を
見

公
共
建
築
物
再
編
実
施
計
画
に
つ
い
て

	

令
和
12
年
度
ま
で
の
施
設
保
有

量
（
延
床
面
積
）
の
縮
減
率
を
目
標

20
％
と
し
た
が
、
現
在
の
進
捗
状
況

を
伺
う
。

	

令
和
４
年
度
末
時
点
に
お
い

て
、
こ
ど
も
園
化
に
よ
る
19
施
設
の

縮
減
を
含
め
、
延
べ
48
施
設
の
縮
減

を
し
た
が
、
縮
減
率
（
延
床
面
積
）

は
、
４
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

新
宮
地
域
の
全
５
小
学
校
と
中
学

校
を
統
合
し
た
「
小
中
一
貫
校
」
を

令
和
10
年
に
開
校
す
る
計
画
で
、
縮

減
率
は
10
．
５
％
に
増
え
る
見
込
み

で
あ
る
。

	

基
本
方
針
で
建
替
は
、
築
後
65

年
を
目
標
に
行
う
と
あ
る
が
、
御
津

中
学
校
は
築
後
66
年
が
経
過
し
、
老

朽
化
が
激
し
く
、
既
に
建
替
時
期
と

考
え
る
が
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

	

校
舎
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
お
り
、
今

後
、
改
築
や
長
寿
命
化
改
良
工
事
、

直
し
た
り
、
簡
単
に
利
用
で
き
る
よ

う
制
度
と
し
て
整
備
し
、
兼
業
を
推

進
し
て
い
く
予
定
は
な
い
か
。

	

職
員
、
市
、
地
域
に
と
っ
て
有

意
義
な
制
度
設
計
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、
今
後
、
先
進
地
の
取
組
み
等
を

調
査
研
究
の
上
、
検
討
し
て
い
く
。

積
極
的
な
移
住
促
進
に
つ
い
て

	

新
宮
地
域
が
「
過
疎
地
域
」
に

指
定
さ
れ
て
１
年
半
が
経
過
し
、
小

中
一
貫
校
の
建
設
計
画
や
道
路
の
新

設
な
ど
の
事
業
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
住
民
主
体
の
ま
ち
お
こ
し
イ

ベ
ン
ト
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
具
体
的
に
過
疎
地
を

抜
け
出
す
た
め
の
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン

が
見
え
な
い
。
移
住
者
を
増
加
さ
せ

る
た
め
一
貫
校
周
辺
の
道
路
整
備
や

「
お
試
し
移
住
」
な
ど
、
直
接
的
・

具
体
的
な
施
策
は
考
え
て
い
る
か
。

	

新
宮
地
域
小
中
一
貫
校
の
地
域

内
の
市
道
に
は
、
狭
小
な
箇
所
や
不

整
形
な
交
差
点
が
あ
る
た
め
、
建
設

に
併
せ
て
整
備
を
進
め
る
。
ま
た
、

お
試
し
移
住
も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
角

度
か
ら
移
住
施
策
を
調
査
研
究
し
、

よ
り
効
果
が
あ
る
事
業
に
積
極
的
に

取
組
ん
で
い
く
。

御
津
小
学
校
と
の
集
約
な
ど
、
中
学

校
の
今
後
の
方
向
性
を
、
総
合
的
に

検
討
し
て
い
く
。

空
き
家
の
利
活
用
促
進
に
つ
い
て

	

市
内
の
各
地
域
に
お
け
る
空
き

家
の
軒
数
の
把
握
は
し
て
い
る
の
か
。

	

令
和
３
年
７
月
末
時
点
で
、

市
内
の
空
き
家
数
は
合
計
２
千
251
件

で
、
龍
野
地
区
が
１
千
128
件
、
新
宮
地

区
が
415
件
、
揖
保
川
地
区
が
331
件
、

御
津
地
区
が
377
件
で
、
空
き
家
の
割

合
が
突
出
し
て
多
い
地
域
は
な
い
。

	

兵
庫
県
の
空
家
活
用
特
区
に
つ

い
て
、
そ
の
指
定
を
受
け
る
考
え
は

な
い
の
か
伺
う
。

	

特
区
に
指
定
さ
れ
れ
ば
、
カ

フ
ェ
や
事
務
所
へ
の
用
途
変
更
が
可

能
と
な
る
こ
と
や
、
市
街
化
調
整
区

域
に
区
分
さ
れ
る
前
に
建
築
さ
れ
た

空
き
家
を
除
却
し
て
も
、
再
建
築
が

可
能
と
な
り
、
移
住
・
定
住
の
為
の
住

宅
用
地
と
し
て
活
用
が
で
き
る
。

　

今
後
、
こ
の
制
度
を
生
か
せ
る
区

域
の
選
定
や
、
地
域
活
性
化
、
地
元
の

合
意
形
成
を
進
め
る
等
慎
重
に
取
組

み
、
先
行
事
例
の
状
況
や
地
域
創
生

の
た
め
の
用
途
変
更
等
の
影
響
を
注

視
し
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
空
き
家
法
改
正
（
令
和
５
年
12
月

13
日
施
行
）
の
市
民
へ
の
周
知

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
美
味
し
い
学
校
給
食
の
活
用
（
高

齢
者
へ
の
配
食
等
）
に
つ
い
て
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